令和２年度4月版　新規に審判登録を行う方へ.
令和2年　愛媛県ハンドボール協会審判部

別紙の「D級審判員申請書」（写真2枚と印鑑を忘れず）と「個人調査票」を提出してください。
提出と研修会の出席（＋実技）により、愛媛県ハンドボール協会審判部は、審査の上、あなたをＤ級審判員として認定いたします。
日本ハンドボール協会への登録・申請は、令和３年２月頃に行います。日本協会は3月以降に、審判登録番号の入ったコインを県協会に送ってきます。そのコインが届き次第、お渡しいたします。しかし、日本協会からの登録完了のコインが無くても令和2年4月1日からD級審判員として公認審判員です。

★上級への道について
公式戦20試合程度の実績をめどにＣ級審判員筆記試験を受験ののち、C級に推薦します。愛媛県協会が推薦、四国協会で認定という流れになります。審判手帳に吹笛した試合・研修会受講の欄を正確に記入し、必ず各大会の審判長に検印を受けて下さい。（大会名・日付・会場・対戦間スコア・ペアのフルネーム、講習会など手帳内に記載例あり）
上級への認定・審査（試験）については公認審判員規定を、よく読んで参考にしてください。ルールブック（競技規則）は日本協会HPで公開されています。必ず一度は熟読し、理解してください。内容の不明な点は問い合わせていただき、確認をして下さい
Ｃ級資格を取りますと、ブロック（四国）大会の審判に参加、ブロック（四国）協会からの推薦でＢ級審査試験受験への道が拡がります。

★費用ですが、以下の通りです。
1． 審査費用と登録料で＠4,５00円です。これは、年度内に送付する登録番号入り公式審判員コインと、公式審判員手帳、ワッペンを含みます。
2． 翌年以降は毎年登録料が3500円（令和2年現在）必要です。
3． 審判グッズ（*▲）
4． 審判着（上・下）・ソックス・靴などは各自購入になります。審判着は日本協会ではアシックス製のものを勧めていますが、本年には新規のものが発売される可能性があります。不明な場合はお尋ねください。
5． 笛：同会場２面以上で試合をする場合やペアが固定しない場合が多いので、数種類用意（その試合のペアで同じ音の笛が必要）するのがベターです。
*▲：	イエロー・レッド・ブルーカード1セット＠500円、レフリーバッグ＠3,000円など日本協会で斡旋しています。自身でも購入ができます。
	
▲のうち、必要なものをお知らせください。実際ほとんどが必要です。誰かから譲り受けたりすれば不要です。なお、消費税（10％）が別途必要です。笛も３種類以上（500～1,500円）が市販されています。希望があればお知らせください。
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以上、不明な点は、愛媛県協会審判部までお問い合わせください。
